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研究の目的および概要 

脊椎の周りに石灰化（結晶）が沈着し、炎症による強い痛みをおこして受診される患者様をしばしば経験します。 

しかしその病態についての研究はまだほとんどありません。この疾患が一体どのぐらいの頻度であるのか、どのよ

うな検査所見を示すのかはまだわかっていません。 

本研究では疼痛を訴えて撮影された胸部および腹部の CT で石灰化（結晶）の有無を評価し、石灰化（結晶）沈着に

特徴的な所見がないかを調査します。研究に関する記録は、研究責任者が研究終了後 5 年間保管した後、消去します。

研究成果については医学雑誌に投稿する予定です。個人情報が公開されることは一切ありません。 

 

利用する情報の項目 

 年齢、性別、症状、血液検査所見、CT および MRP 画像所見 
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